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インタフェース部については，プロトコルを詳細にして，それを内蔵した L S 1 を主要部とするインタ
フェースの設計法を提示し，ブロードバンドにおける周波数割り当てについては，環境雑音の実測結果
にもとづく周波数割当法を，またブロードバンドコンセントの配置については，信号の種類と伝送損失
とから配置を決める手法を提示している。
さらに，提案したシステムをモデルハウスに対して構築して，その実装性ならびにベースパンドおよ
び、ブロードバンドに関するシステム性能を実験的に評価し，提案したシステム方式が実装性については
妥当であり，性能については統合ホームオートメーションとして有効に機能することを実証している。
以上のように，本論文はホームオートメーションのための標準システムとして，同軸ケーブルを用い
たホームパスシステムを提案し，その構成法を示したものであって，この種のシステムの標準化に有用
な知見を与えており，情報・通信工学ならびに情報産業に寄与するところが大きい。よって，本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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